







一清心語文　第 16 号　2014 年９月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
一
　『発心集』収載の泣不動説話





































テモ何ノ甲斐カ有ン。何ヲカ此世 思出ニセン」ト泣々申ス。母此事ヲ聞テ、泪ヲ流シテ驚悲ム。 「我レ 愚カナル心ニハ、功徳ノ大キナル事モヲボヱス。君ヨウチ シ時ハ我ニ育
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病已ニ身ヲ責テ、一時モ堪ヘ忍フベカラズ。本尊ヲ拝ミ奉ラン事、只今計也」ト泣々申ス。Ｅ其時 絵像ノ御目ヨリ血 涙ヲ流シ給 テ、 「汝ハ師ニ替ル。我ハ又汝ニ替ベシ」ト宣ベ玉フ。御声、骨ニ通リ肝ニ染ム。アナイミジ、掌ヲ合テ念ジ居タル間 、汗流ヌル身サメテ、則サワヤカニ成ニケリ。Ｆ内供ハ其夜ヨリ心地ヨク成ケレバ、此事ヲ聞テナノメナラズニ覚テ、後チニハ餘人ニモ勝レテ、タノモシク思ハレタ 弟子ニテ侍ル也。Ｇサテ、彼本尊ハ伝ワリテ、後 ハ白河 院ニヲ シケリ。常住院ノ泣不動ト申ハ是也。御目ヨリ涙ノコボレ ル方ノアザヤカニ見ヘ給ケルトゾキコウ。Ｈサテ、証空阿闍梨 云ハ、空也上人ノ臂ノ折レ給ヒタリケルヲ、餘慶僧正ノ祈リ直シ給タリケル時、法器ノ者ナリトテ、空也上人ノ奉ラレタリケル証空也。
四・皆々色ヲマサヲニナシテ、キモツブラシ目ニ成テ（神宮文庫
本）








































































六⑦『とはずがたり』巻一 ・ 巻五［徳治元年（一三〇六）頃成立］⑧『不動利益縁起』 ［東京国立博物館蔵本、鎌倉時代製作とさ
れる］
























































































八づけが大きく異なる。①は、 「此ヲ思フニ、僧ノ師ニ代ラムト為ルヲ、冥道モ哀ビ給テ、共ニ命ヲ存シヌル也ケリ」として、弟子の僧が助かったのは冥界の神である「冥道」 （泰山府君）の哀れみによる奇跡だとするのに対し ②③④では波線部のように不動尊 霊験譚となる。天台宗寺門派の祖・智証大師円珍は、不動明王信仰に篤く、その教学や思想において不動明王信仰が重要な位置を占めていたことが知られ
（注５）
、円珍が承和五
年（八三八） 感得したとされる不動明王像（いわゆる黄不動像）は秘仏として三井寺に現存する。三井寺 、日本 ける不動信仰の一大拠点であり続けた。そのような宗教的背景を持つ三井寺の内部か近辺に① ような説話が取り込まれて成長する際に、 不動尊 霊験譚として位置づけ直されたのだろう
（注６）
。
これと軌を一にして、説話 三井寺の僧である智興や証空という固有の存在 伴った形になり、それが喧伝と もに外部へ広まったと考えられる。　（３）の証空の老母についても、 （１） （２）同様、①には無く、②以下に存在する要素である。これも にお る不動尊の霊験譚として説話が位置づけられる過程で、新た 付け加わった だろう。この老母については、②③④の中 、性格に違いが見られる。②③では は証空が命を落とすこ を悲
　
表を見ると、 ①と②③④には大きな違いがある。それは、 （１）
「三井寺」 「智興」 「証空」という説話の場と登場人物の個人名の有無、 （２）不動尊の霊験譚であるかどうか、 （３）証空の老母の存在の有無、である。　

















































































だ。師の命に替わるという行為は仏法を重んじ、大きな功徳を作る善行である。子を失う悲しみの余りに泣いて善行を止めるのではなく、 悦んで背中を押す母こそが、 本来望まれるものだったのではないか。対して、子が先立つことを嘆き「悲しむ母」は、一世一代の を遂げようとする証空の絆しとなってしまう。仏教上望まし もの はないが、子を思う一般的な母の姿でもあろう。そ よう 「悲しむ母」の造型が育つの 不動尊が「感動哀憐の涙」を流し始める三井寺 外が相応しい。母が悲しめば悲しむほど、証空 志は殊勝 ものになり、それに打たれた不動尊の涙は「感動哀憐」のも に るからだ。すなわち、母の造型も、三井寺内部 ・ 近辺における「悦ぶ母」から、寺外における「悲しむ母」へと移行していったも と考えられよう。　
以上、 （１）～（３）で検討したことをまとめると、泣不動
説話とは、 『今昔物語集』に見えるような安部晴明 呪術説話を素材として、それが三井寺内部・近辺において不動尊 霊験譚へと成長し、智興・証空という固有の存在 託されて成立たものと考えられる。 の説話が 外 流布する過程におい 、「不動尊が証空の病脳を引き受けて苦しみの涙を流す」という身代わり説話の定型が崩れ、 「不動尊が証空の殊勝な志 感動
本来、不動尊の霊験譚としての身代わり説話であれば、身代わり・代受苦の証がその像に何らか 形で残されるというのが伝統的な定型であり、前者はまさしくその定型に則っている。しかし、後者のように、不動尊の涙が感動哀憐によるものば、身代わ 説話としての定型は欠落し、話 重心は証空 殊勝な志や母との別離に傾くことになる。泣不動説話の重心を、前者のような純粋な不動の霊験譚（身代わり説話）に置くことを望むのは、三井寺 内部・近辺であろうし、実際 前者を収める作品群は、 後者に比べて圧倒的 三井寺関係のものが多い。泣不動説話の発祥・伝承の場が、不動信仰の一大メッカである三井寺であることを鑑みると、不動の涙 形は そもそも「病脳苦痛の涙」として三井寺の内部・近辺で出発 、後 寺外において「感動哀憐の涙」へと展開した 考えられる。 れ 、当該論文の結論である。　
話を老母の人物造型に戻そう。 「悦ぶ母」の形を取る作品群









吏を輩出する三門跡の一つ「常住院」に伝来し現存する」という伝来の情報は、当該説話の真実味を増す 同時に、三井寺においてこの伝承と絵像の不動尊がいかに重要視されたかを跡付ける役割も果たしてい 。さらに、 そのルートの途中に入る 「白河院」 （白河に設けられた藤原摂関家 別業で後に白河天皇御所）の存在は、摂関家や白河天皇という貴顕によって説話内容が保証されたことを意味 よう。後 ⑬『寺門伝記補録』おいて証空は常住院の始祖とされるが Ｇは、常住院そのものが泣不動説話を自らの権威付けに用い 過程で生成された可能
して哀憐の涙を流す」形へ展開した。これと同様に、寺内・近辺では、証空 決意を悦び背中を押す存在であった母が 子に先立たれることを嘆き悲しむ母へと移行したと思われる。　
ここから、 『発心集』所載の泣不動説話の位置を考えると、
























在を保証すると同時に、空也・余慶という高名な僧と証空が関わることで、証空の価値を高める役割を果たしているとも考えられる。また、この箇所は、 『宇治拾遺物語』下─一四二に収められる空也の臂折れ説話との関連がうかがわれる。空也の折れ曲がった左肘を、余慶（三井寺長吏・延暦寺座主）が加持祈祷で治し、その礼に空也が連れていた三人の聖のうちの一人を送ったというものだが、 『宇治拾遺物語』では送られた聖 名は「義観」だ。 『打聞集』二六「公野聖事」も同内容の説話だが、聖の名は「起経」となる。小島裕子が指摘 よ に
（注
13）、
問題は聖の名前が取り違え たことではなく、空也の臂折れ説話によって、安部晴明・余慶・証空が「霊験あらたかな験者」という要素で繋がることにあろう。晴明 ついては言わずもがなだが、余慶もまた、前述のよう 著名な験者である。後の作品である ⑤『雑談抄』において、証空は加持祈祷によって慶勝証人を蘇生させた「霊験殊勝」な人物であり、彼もまた高力の験者として説話世界に存在した。三井寺は加持祈祷の修法によって多くの貴顕の信頼 ・ 尊崇を得、修験道とも関係 深い。そのような宗教的世界へ 意識が、Ｈの背後に読み取れ もの
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先立たれる悲しみを語るが、同時に、証空の志の深さ・師の命に替わる功徳によって証空が浄土に往生することを理解している。そして、 「お前の思うようにせよ」と証空の背中 押し、自らの後世を救うように頼むのである。だからこそ、続くＤの冒頭、寺への帰途につく証空は、 「泣々悦テ帰ヌ」と記されるのだ。証空の涙は、母と思いを共有することができた悦びと安堵の涙であろう。　
この、母が証空の説得に応えて納得するプロセスの存在こそ
が、 『発心集』の最大 特徴である。 『発心集』は、先行する泣不動説話に比べ、母 存在と母子の情愛を最も強めた形になっていると言えよう。証空 行為 仏教的意義 理解し、 「早ク君ガ心ニ任
マカ
ス」と背中を押す母の姿は、第三節の（３）で見た











和歌の位置は、 Ｃの末尾であり、 母の証空への言葉が「 「……












となっており、母の子に対する慈愛、子の親（と思う恩人）への思い、と親子の関係で話が連続している。神宮文庫本も流布本も、当該話については 子の情愛を核と見て説話の配列を行っている 考え よい。　『発心集』の泣不動説話は、 「不動尊の霊験譚という枠組みを維持しつつも、証空の母の存在を強め、不動尊の奇跡の原動力に母子の情愛を据え いう形で再生されたもの」との位置付けを行っておきたい。その再生が長明個人の所産であるかどうかは断じがたいが、少なくとも、長明が目にした あろう『宝物集』においては、 母の存在は決して大き ものではなかった。如上の特徴が異本・流布本 両本文に共通する以上 こ 再生ないしは再生された泣不動説話 採録 、編者である長明 意
一六




伝本間の異同から読み解いてきた。 『発心集』において、証空の母の存在感が増し、母子の情愛が説話の核となった理由 一端を探るならば、 時代に一世を風靡した澄憲と彼には まる安居院流の唱導が母の恩愛を重視する説法を行っていたという、宗教的潮流との関係も視野に入 こようか。亡母追善供
りも、 「 （涙が紅に染まっても）どうすることもできない」というあきらめを含んだ反語と解釈すべきだろ から、息子に先立たれる悲しみを抑えかねつつも極楽往生の縁だと自 を納得させる母の心情を詠んだものとするのが自然だろう。詠み手は証空の母と考えておく。　
一首中に示される「色深」い「涙」とは、悲嘆の涙としての








　「色深」い「涙」が、崇徳院・西行詠のように恋の嘆きによる場合もあれば、 定家詠のように切なる親心をいう場合も る。当該歌もまた、血の涙を流すほどに深く切実 母の思いを表している。　一首中の表現は、あくまでも「別レノ涙色深ク」である。し
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梁瀬一雄「 『泣不動』の説話」 （ 『説話文学研究』 、三弥井















中野玄三『不動明王像』 （ 『日本の美術』二三八、 至文堂、
一八
のようになる（二巻本・第一種七巻本もほぼ同文） 。母のありけるが、是を聞きて、 「八十に余りたる母を振り捨てて先立たん事はいかに」と制しければ、証空が云く、 「流転三界中、恩愛不能断、菩薩恩入無為、真実報恩者と云要文を引きけり。此の心は、 『三界のうちに流転すれば、恩愛絶ゆる事なし。恩を捨てて無為に入る者は、真実の恩を報ずる者なり』と仏の説き給へるなり。されば、 親の恩は、三界を離れざる恩愛な 師匠の恩は三界を離 て無為に入る、真実の恩なり。我すでに 命に替はりなん。此の功力によりて、母も必ず無為 都に入り給ふべし。心やすく思ひ給へ」といひて、 たちまち 師匠の ぬ。
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